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木曽駒ヶ岳～空木岳縦走 

【報 告 者】塩崎安幸 
【日   時】２００７年８月５日～7日 【天 候】晴れ 
【参 加 者】塩崎安幸 
《《《《コースタイムコースタイムコースタイムコースタイム》》》》    
 8 月 5 日（日）北御所登山口 12:14－登山口 13:14－清水平 13:54 

 －一丁ヶ池 15:00－伊那前岳七合目 15:44－伊那前岳八合目 16:30 

 8 月 6 日（月）伊那前岳八合目 5:06－木曽駒ヶ岳 6:06－宝剣岳 6:36 

 －檜尾岳 8:59－熊沢岳 11:23－義仲の力水 12:04-34－空木岳 13:28 

  －空木岳避難小屋 14:18 

 8 月 7 日（火）空木岳避難小屋 6:34－こまくさの湯 9:55 

    

《《《《    報報報報                告告告告    》》》》    
[8月 4日] 

 博多駅交通センターから名古屋行き夜行バスに乗る。同センターの売店で明日の朝

食を買うつもりであったが、20時に閉店していた。山口の王司ＰＡでトイレ休憩の後、

就寝となる。 

[8月 5日] 

 6時 30分頃起床、養老ＳＡで朝食を調達し、ダイアモックスを服用する。名古屋名

鉄バスセンターに予定の時刻に着いた。夜行バスのシートは思いのほか良く、長尾号

での長期移動に慣れているせいか、あまり疲れなかった。ただ、頭が落ち着かなかっ

たので次回はトラベルピローを用意しようと思った。 

 ここから駒ヶ根ＩＣまで高速バスに乗り、ＩＣ近くの女体入口バス停で乗り換え、

北御所登山口でバスを降りた。バスは満員であったが、ここで降りたのは私だけであ

った。チョコレート味とポテト味のカロリーメイト各 1パックを水で流し込んで出発

した。高度計は 1,400m台を指しており、今日は標高にして 1,400m程登ることにな

る。 

 未舗装の平坦な林道を 1時間ほど歩き、蛇腹沢登山口に着いた。ちょうど 6人パー

ティが下ってくるところで、長い下りだったと話していた。 

 ここからは樹林の中の登山道となり、汗が噴き出してきた。登ること 40分程で清

水平に到着した。ここはきれいな水が出ており、平らな空き地もあるので、テン場と

しては絶好の場所であるが、残念ながら幕営禁止である。さらに 1時間程で一丁ヶ池

を通過したが、この頃から体が重くなってきた。伊那前岳七合目辺りから稜線に出て



 -17- 

景色が開けてきたが、体が重く息も切れてきた。 

 八合目では疲労困憊の状態であった。時刻は 16時 30分で、木曽駒頂上小屋の幕営

地までは時間的に十分余裕があったが、目の前の伊那前岳が越せそうもなかったので、

ここでビバークすることにした。風を避けるため岩陰を探し、ツェルトに潜り込んだ。

急いでダイアモックスを服用したが、頭痛、吐き気、酸欠に苦しめられ、明日は千畳

敷からロープウェイで降りようと何度もうなされた。 

[8月 6日] 

 3時 30分過ぎ起床。軽

い頭痛はあるが、症状は

かなり治まっていた。ゆ

っくり朝食を摂ってダイ

アモックスを服用し、5時

過ぎに出発した。南アル

プス方面は朝焼けの中、

雲海が広がり、素晴らし

い景色であった。 

 昨日は越せそうもなかった伊那前岳であったが、今日は息が上がることもなく通過

できた。賑やかな宝剣山荘の側を通り、中岳を経て1時間ほどで木曽駒ケ岳に着いた。

頂上は早朝にもかかわらず登山者で賑わっており、なかには朝食の弁当を開いている

者もいた。 

 中岳の巻き道は危険と

の標識があったが難なく

過ぎ、宝剣岳へはたいし

た登りもなく頂上に到達

した。ここから空木岳ま

での稜線が見渡せた。南

稜の下りは思いのほか長

く、岩場歩きが楽しめ

た。 

 軽い頭痛が続くが、千畳敷への分岐では、ロープウェイで降りるかどうか決めかね

たので、とりあえず檜尾岳まで行くことにして、そこから尾根伝いにエスケープする

かどうか決めることにした。 

 途中、ポテト味のカロリーメイト 1パックを水で流し込んだが、不味かった。檜尾

岳まではたいした登りもない稜線歩きであるが、思いのほか遠く、時間もかかった。
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ここから尾根伝いにエスケープを考えたが、持参の地図には尾根が途中までしか記載

されておらず、ルートがはっきりしなかったため、当初の計画通りに空木平避難小屋

まで行くことにした。エスケープルートの情報収集が足りなかったことを反省する。 

 軽い頭痛と息切れ、若干の体のだるさを抱え、熊沢岳、東川岳を経て、木曽殿越に

たどり着いた。稜線の西側は涼しい風が吹いているが、東側は日差しが強く蒸し暑か

った。かなり疲れていたので、義仲の力水で大休止とした。ここは高山植物の花が多

く咲いていた。疲労回復に BCAAとクエン酸を摂り、登山靴を脱いで、30分程休憩

した。 

 今回、軽量化と小容量化を図りザックは 35Lに出来たが、カロリーメイトだけの行

動食では食欲が全くわかず失敗であった。ウィダーinゼリー等の活用を考えたい。 

 前方に聳え立つ空木岳に取り付いた。休憩のおかげでかなり疲労は回復していたが、

軽い頭痛と息切れ、若干の体のだるさは相変わらずであった。30分程で標高にして

200m程登り、休憩してダイアモックスを服用した。頂上までは標高にしてあと

200m程なので、それほど時間はかからないだろうと考えていたが、思いのほか距離

が長く時間がかかった。頂上からは宿泊場所の空木平避難小屋が見下ろせた。 

 頂上からはすぐそこに見

えた小屋であるが、谷筋を

延々と下ることになった。

谷筋は高山植物の宝庫で多

くの花が咲いていた。小屋

は小奇麗で 20人は泊まれそ

うな広さであるが、水は近

くの川から取るしかないよ

うだ。小屋に着いてしばら

くして雷が鳴り出し時折小

雨がぱらついた。池山尾根を登ってきた登山者が雷のため空木岳登頂をあきらめて引

き返していった。16時過ぎに早い夕食を摂り、のんびり過ごした。19時過ぎにダイ

アモックスを服用し、就寝した。今日の小屋泊まりは 4人であった。 

[8月 7日」 

 4時 30分過ぎ起床。下山後に入る温泉の開館時刻は 10時である。あまり早く下山

しても仕方がないので、朝食後ゆっくりして、6時 30分過ぎに出発した。 

 しばらくは順調に高度を下げてきたが、7 時過ぎから下りにもかかわらず息が切れ、

体がだるくなってきた。前夜服用したダイアモックスの効用が切れてきたようだ。高

度計は 2,100m台を指している。もうすぐで私の世界（標高 2,000m以下）に入るのに
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と思っているが、運が悪いことに登山道は標高 2,100m辺りでアップダウンを繰り返

している。 

 しばらくすると徐々に体調が持ち直してきた。高度計を見ると 1,900m台に入って

いる。『ふっか～つ！』ということで、チョコレート味のカロリーメイトを水で流し

込み、駆け下っていった。今までの 3～4倍のスピードが出ているのではないか？（と

いうことは 2,000m以上では通常の 1/3～1/4の体力か？悲しい！） 

 池山避難小屋近くの水場で小休止し、早太郎温泉こまくさの湯に予定通りに着いた。

入浴後、併設の食堂ベランダで川のせせらぎを聞きながらビールを楽しんだ。 

 こまくさの湯前からバスに乗り、駒ヶ根バスセンターで高速バスに乗り換え、夕方

に名古屋名鉄バスセンターに着いた。家族のお土産に天むす、赤福、うなぎパイを買

って、前もって調べていた「世界の山ちゃん」に行き、生ビールと名物手羽先で乾杯

した。 

 名鉄バスセンターで夜行バスに乗り、明朝博多駅交通センターに着いた。 


